
















































握することができる（井上, 2001 ; 日本自律神経学会,
2015 ; 駒 沢, 2016）。LF（low frequency ; 0.04～0.15 Hz









である。連続した R-R間隔は，I1, I2, I3 ... In と表現
することができ，それらを連続する１組（Ik, Ik＋1）（k
＝1, 2, ... n-1）として，プロットをとっていくと概
ね楕円形の分布が現れる。Toichi, Sugiura, Murai, &
Sengoku（1997）は，Ik＝Ik＋1 の線に対し水平の長軸成
分を L，Ik＝Ik＋1 の線に対し垂直の短軸成分を Tと名
付けた。そして Lと Tの比率（L/T）は交感神経活動























には Lの 1/4（つまり標準偏差：1SD）を SD2と呼び，
Tの 1/4 を SD1 と呼ぶ者もいる（Guzik et al., 2007 ;
Brennan, Palaniswami, & Kamen, 2001 ; Tulppo, Maki-
kallio, Takala, Seppanen, & Huikuri, 1996）。さ ら に






























































































































































































RRI RMSSD（ms） HF（msec2） HF/（LF＋HF） CVI T
安静時 944.51 42.45 314.44 0.39 4.45 122.20
暗算中 838.23 28.94 529.92 0.21 4.26 81.80
暗算後 965.04 36.09 282.64 0.37 4.27 103.91
Note. RRI＝R-R間隔；RMSSD＝連続した R-R間隔の差の二乗平均平方根；HF＝0.15～0.4Hzの高周波
LF＝0.04～0.15Hzの低周波；CVI＝Toichi et al.（1997）の副交感神経活動指標［Guzik et al.（2007）の Sと類似］
T＝ローレンツプロットの同一線に垂直な部分の長さ［値を 1/4 にすると Guzik et al.（2007）の SD1となる］












































る（Guzik et al., 2007）。周波数解析を行う場合は，
呼吸数を９回/分以上（0.15Hz以上）に保つことの望
Figure 10 事例２の安静時 Figure 11 事例２の暗算中 Figure 12 事例２の暗算後
Table 2 事例２の副交感神経活動にまつわる指標
時間領域解析指標 周波数領域解析指標 ローレンツプロット指標
RRI RMSSD（ms） HF（msec2） HF/（LF＋HF） CVI T
安静時 721.59 13.62 70.33 0.62 3.50 38.03
暗算中 656.17 21.19 101.61 0.11 4.12 60.27
暗算後 735.89 15.53 109.13 0.28 3.68 44.64
Note. RRI＝R-R間隔；RMSSD＝連続した R-R間隔の差の二乗平均平方根；HF＝0.15～0.4Hzの高周波
LF＝0.04～0.15Hzの低周波；CVI＝Toichi et al.（1997）の副交感神経活動指標［Guzik et al.（2007）の Sと類似］












ましいとされている（早野, 2001 ; Grossman, Kare-






























例することが知られ て い る（Paton & Pickering,




















Toichi et al.（1997）は Lと Tの積（CVI）を副交感神
経指標とみなしたが，値は当然ながら Tだけでなく L
の長さの影響を受けてしまう。例えば事例１のローレ









（Drew & Sinoway, 2012）であることも考慮すると，
Figure 3と 4の CVIがほぼ同じ値で副交感神経活動
が同水準であるという解釈には違和感が残る。Guzik
et al.（2007）が SD1という指標を副交感神経が主に






























血圧変動が反映される LF成分（早野, 2001 ; Eckberg,
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